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取  扱  説  明  書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            この度は、当社製品をご購入いただき誠にありがとうございました。 
            ご使用の前に、必ずこの取扱説明書をお読みください。 

            本装置の取り扱い方につきましては、次頁以降の説明に基づいてお願い致します。 
            お読みになった後は、保証書と共に大切に保管してください。 
            なお、ご不明な点は当社営業部または営業所に直接ご連絡ください。 

 
 

 
 
 
 

デジタルマノメーター 
ＤＭ－３０Ｓ 



 

 

      正しく、安全に使用するために 
 

本装置の取り扱い方については、取扱説明書を最後までよくお読みいただき、 
正しくご使用ください。また、いつも手元に置いてご利用ください。 

 
 
 

      使用の前に 
       （必ずお読みになり、取扱いには十分注意してください） 
 

△ 装置は安定したところに水平に設置してください。 

△ 水のかかるところには設置しないでください。 

△ 湿度が高いところや周囲に通気の無いところまた、ほこりの多いところには設置しないでく

ださい。 

△ 本機は防爆仕様ではありませんので、可燃性、引火性物質の近くでの使用はお止めください。 
△ 『改造修理禁止』分解や改造等をした場合は当社の保証外となりますので絶対にしな

いでください。思わぬ故障や事故を起こす原因となることがあります。 
△ 故障の場合はすみやかに修理をご依頼ください。故障のままや自家修理での使用は思わぬ事

故を起こす原因となることがありますので、絶対に止めてください。 

△ 汚れを落とす場合は、柔らかい布（汚れがひどい時は中性洗剤をしみ込ませて）でふき取っ

てください。 

△ 装置から煙が出たり、異常な音がする場合には直ちに装置の使用を中止して、電源スイッチ

を〔OFF〕にして、電源プラグを電源コンセントから抜き、修理をご依頼ください。 

△ 電源プラグを抜くときには電源コードを引っ張らず、電源プラグを持って抜いてください。

そのとき濡れた手で抜かないでください。感電することがあり危険です。 

△ コードを折り曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、継ぎたしたりしないでください。 
△ コードのプラグに積もったほこりは、定期的に取り除いてください。 

△ コードの傷、断線、プラグの接触不良にお気付きの場合は、直ちに使用を中止して修理をご

依頼ください。 
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１．概要  
 

  本製品は半導体センサを用いた卓上型圧力計です。絶対圧をデジタルにて表示します。 

  コンパクトに設計されていますので大変使いやすく、再現性に優れています。また記録計用出

力（アナログ電圧出力）を標準装備しています。 

  圧力導入経路に耐食性に優れたＳＵＳ３１６を使用しているため、ＳＵＳ３１６を腐食しない

気体の圧力測定が可能です（※１）。また圧力導入経路が結露した場合でも、センサ検知部を確

実に乾燥させれば再び使用することが可能です（※２）。 

 

 

２．仕様  
 

品目コード ０７１０６０－３０ 

型式 ＤＭ－３０Ｓ 

測定圧力 絶対圧 

耐圧 Ｆ．Ｓ．×２倍（正圧、負圧とも） 

センサ 半導体センサ 

測定流体 ＳＵＳ３１６を腐食しない気体 ※１ 

測定範囲 ０ ～ １０１．３ ｋＰａ 

表示分解能 ０．１ ｋＰａ 

精度 
直線性：±０．３５％ ｏｆ Ｆ．Ｓ．±１ｄｉｇｉｔ以内 

ヒステリシス及び再現性：±０．１％ ｏｆ Ｆ．Ｓ．±１ｄｉｇｉｔ以内 

温度特性 ゼロ及びスパンにおいて：±０．２％／℃ ｏｆ Ｆ．Ｓ．±１ｄｉｇｉｔ以内 

使用温度範囲 ５ ～ ４０ ℃ ※３ 

記録計出力 ０ ～ １００ ｋＰａにおいて０ ～ １ Ｖ 

配管接続口※４ 外径 φ９．６５ ｍｍ、 内径 φ４．８ ｍｍ、 １／４ＮＰＴ 

電源 ＡＣ １００ Ｖ ± １０ Ｖ  ５０/６０ Ｈｚ  ０．１Ａ 

寸法 ９０（Ｗ）×７０（Ｄ）×１３０（Ｈ） ｍｍ（突起部、取手部含まず） 

質量 約１.０ｋｇ 

付属品 
電源ケーブル１本、アナログ電圧出力用ケーブル（約１．５ｍ) 

取扱説明書 

 ※１ ＳＵＳ３１６の耐食性は使用環境や使用条件などによって異なりますので、お客様にて実際の 

    使用状態でＳＵＳ３１６が腐食しないことを調査・確認の上ご使用ください。 

 ※２ 圧力導入経路が結露した場合は一度測定を中止し、センサ検知部を確実に乾燥させてから再び 

    ご使用ください。 

 ※３ 測定流体によっては、圧力の変化により温度が変化するものがあります。測定圧力において使 

    用温度範囲を超えないものをご使用ください。 

 ※４ ホース継手として取り外し可能です。 
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３．測定流体について  

 

  本製品は圧力導入経路に耐食性に優れたＳＵＳ３１６を使用しているため、ＳＵＳ３１６を腐

食しない気体の圧力測定が可能です。ホース継手にＳＵＳ３１６、センサ部にＳＵＳ３１６Ｌを

使用しています（使用環境や使用条件などによって異なりますが、一般的にＳＵＳ３１６Ｌの耐

食性はＳＵＳ３１６よりも優れています）。 

  ＳＵＳ３１６の耐食性は使用環境や使用条件などによって異なりますので、お客様にて実際の

使用状態でＳＵＳ３１６が腐食しないことを調査・確認の上ご使用ください。 

  また測定流体によっては、圧力の変化により温度が変化するものがあります。測定圧力におい

て使用温度範囲を超えないものをご使用ください。 

 

４．結露した場合  

 

  本製品の圧力センサは結露しても検知部が破損することはありませんが、圧力導入経路内に水

分が残ったままでは充分な測定精度を得ることはできません。結露した場合は一度測定を中止し、

センサ検知部を確実に乾燥させてから再びご使用ください。 

  ホース継手を取り外すと、最奥にセンサ検知部が目視できます。圧力導入口～センサ検知部に

水分が残らないよう、確実に水滴を除去・乾燥させてください（※）。 

  センサ検知部をより確実に乾燥させるためには、真空乾燥機を使用する、あるいは恒温恒湿槽

を使用して高温（使用温度範囲内）・低湿下に置くことをおすすめします。 

  乾燥後のホース継手の取り付け方法は １０．ホース継手の交換 を参照してください。 

 

※ 検知部周辺の水滴を無理に拭き取ろうとすると、検知部そのものを破損する恐れがあります。

また本製品は圧力測定器であるため、エアーコンプレッサーなどで水分を飛ばすことによっ

ても、検知部を破損する恐れがあります。検知部周辺の水分除去には充分ご注意ください。 

 

５．警告、注意事項  
 

△ ２．仕様 に記載している環境条件を超えた状態で使用しないでください。故障や破損の原

因となります。 

△ 本製品は電源投入後すぐに使用可能となりますが、より安定した測定値を表示させるために

は、電源投入後約１時間ウォーミングアップさせてからご使用ください。 

△ 正確な測定を行なうため、測定前にはスパン調整を行なってください。 

△ 減圧下から大気開放操作を行なう場合、圧力導入口内に液体や異物を吸い込まないよう充分

ご注意ください。センサの劣化・破損につながる恐れがあります。 

△ 圧力導入口に強い機械的衝撃を加えないでください。センサが破損する可能性があります。 

△ アナログ電圧信号を取得する際、専用ケーブルのプラグの差し込みを途中で止めると、表示

が異常値を示すことがあります。プラグは最後まで確実に差し込んでください。 

△ 継手交換の際には、必ずシール材（ＰＴＦＥのシールテープなど）を使用してください。シ

ール材を使用しない場合、気密が取れなくなる可能性があります。 

△ 長期間ご使用にならないときは、電源プラグをＡＣ１００Ｖコンセントから抜いた状態で保

管してください。 
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６．各部の名称  
 

取手 

ブレーカー 

電源コネクタ 

（ＡＣ１００Ｖ） 

圧力導入口 

（配管接続口） 

スパン調整用トリマ 

表示部 

ゼロ調整用トリマ 

アナログ電圧出力 

コネクタ 
電源スイッチ 
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７．使用方法  
 

① 電源スイッチがＯＦＦになっていることを確認してから、付属の電源ケーブルの一方を電源

コネクタに、もう一方をＡＣ１００Ｖコンセントに差し込みます。 

② 電源スイッチをＯＮにします。すぐに測定可能状態となり、表示部に測定値が表示されます。 

※ より安定した測定値を表示させるためには、電源投入後約１時間ウォーミング

アップさせてからご使用ください。 

③ 測定前の調整を行ないます。 

１）本体背面の圧力導入口を大気開放状態（何も接続しない状態）にします。 

２）正確な気圧計で現在の大気圧を測定し、表示値が大気圧の値になるよう側面のスパン調

整用トリマにて調整します。 

（例えば、大気圧が１０１３ｈＰａの場合、１０１．３ｋＰａになるよう調整します） 

※ 調整の際、大気圧の変化につれて表示値も変化することがありますが、異常で

はありません。 

※ ゼロ調整用トリマを調整する必要はありません。 

④ 使用目的に合わせて配管を施し、測定を行なってください。 

※ 本製品はＳＵＳ３１６を腐食しない気体の圧力測定が可能です。 

ＳＵＳ３１６の耐食性は使用環境や使用条件などによって異なりますので、お

客様にて実際の使用状態でＳＵＳ３１６が腐食しないことを調査・確認の上ご

使用ください。 

※ 測定流体によっては、圧力の変化により温度が変化するものがあります。測定

圧力において使用温度範囲を超えないものをご使用ください。 

 

 

８．圧力校正方法  
 

  真空ポンプ（０．０１ｋＰａまで減圧可能なもの）、大気圧計（または圧力標準器）を別途準

備することで、簡単に校正を行なうことができます。 

 

① より安定した測定値を表示させるため、電源投入後約１時間ウォーミングアップさせます。 

② 本体背面の圧力導入口を大気開放状態（何も接続しない状態）にします。 

③ 大気圧計で現在の大気圧を測定し、表示値が大気圧の値になるよう側面のスパン調整用トリ

マにて調整します。 

④ 圧力導入口に真空ポンプを接続します。漏れがないことを確認してから、真空ポンプを動作

させて減圧します。 

⑤ 充分減圧した後、表示値が「００．０（ｋＰａ）」になるよう側面のゼロ調整用トリマにて調

整します。 

⑥ ②～⑤の操作を数回繰り返し行ない、ゼロ－スパンを合わせ込みます。 

 

※ 減圧下から大気開放操作を行なう場合、圧力導入口内に異物を吸い込まないよう充

分ご注意ください。センサの劣化・破損につながる恐れがあります。リークコック

を圧力導入口に近い場所に設ける、インラインフィルターを使用するなどの対策を

お願い致します。 
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９．アナログ電圧出力  
 

  標準付属しているアナログ電圧出力専用ケーブルを本体側面のアナログ電圧出力コネクタに差

し込むことで、測定圧力に応じた電圧信号を取り出すことができます。本製品の出力信号電圧は、

０～１００ｋＰａにおいて０～１Ｖです。 

 

① 電圧計や記録計など、電圧信号を取得したい測定器の、プラス側にアナログ電圧出力専用ケ

ーブルの赤線を、マイナス側に白線を接続します。 

② ケーブルのプラグ側を本体側面のアナログ電圧出力コネクタに差し込みます。すぐに出力可

能状態となり、電圧計、記録計などに測定圧力に応じた電圧信号が取り込まれます。 

 

※ プラグの差し込みを途中で止めると、表示が異常値を示すことがあります。これは

プラグの差し込み時に信号が一時的に遮断されるためで、故障ではありません。プ

ラグは最後まで確実に差し込んでください。 

 

 

１０．ホース継手の交換  

 

  本製品の圧力導入口（配管接続口）には、納品時にはホース継手（外径φ９．６５ｍｍ、内径

φ４．８ｍｍ、１／４ＮＰＴ、ＳＵＳ３１６）が取り付けてあります。 

  ホース継手は取り外しが可能で、お客様のご使用に合った継手（別途ご用意ください）に交換

してご使用いただけます。継手選定の際には、取り付けが１／４ＮＰＴ雄ネジのものをお選びく

ださい。 

  継手を取り付ける際には、必ずシール材（ＰＴＦＥのシールテープなど）を使用してください。

シール材を使用しない場合、気密が取れなくなる可能性があります。 

 

 

 

ホース継手 
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１１．保証  
 

当社製品が万一故障した場合は、ご購入より 1年以内は無償修理いたします。 

修理の際は、必ずお買い上げ販売店、または当社各営業所に直接ご連絡ください。 

その際は必ず、品目コード・製品名・型式・製造№・故障内容などをお知らせください。 

付属の消耗品に関しては、保証の範囲外です。 

故障原因が次の場合は、保証範囲外となり有償となります。 

 

① 使用方法の誤りによる故障 

② 当社以外での修理・改造による故障及び損傷 

③ 火災・地震・天災などの不可抗力などによる故障及び損傷 

④ お買い上げ後の転送・移動・落下・振動などによる故障及び損傷 

⑤ 当社指定以外の消耗品類に起因する故障及び損傷 

⑥ 購入店の販売日・捺印のない場合または記載事項を訂正された場合 

⑦ 『改造修理禁止』分解や改造等をした場合は、当社の保証外となりますので絶対に 

しないでください。思わぬ故障や事故を起こす原因となることがあります。 

 

 

 

 

17.04.10H（02） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
注）改良のため形状、寸法、仕様等を機能、用途に差し支えない範囲で変更する場合があります。 
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